
 

 

 

 

 

 

11/16(金) 子ども・子育て新システム学習会報告 
    

                                                                                                草加市保育園父母会連合会会長草加市保育園父母会連合会会長草加市保育園父母会連合会会長草加市保育園父母会連合会会長    髙山髙山髙山髙山    幸一郎幸一郎幸一郎幸一郎    

11 月 16 日（金）19：00～勤労福祉会館視聴覚室にて、「子ども・子育て新システムで保育園・

幼稚園はどうなる！？」というテーマで学習会が行われました。この学習会は、父母連と草加市職

員労働組合保育部会との共催という形で、市内の市立保育園の職員や保護者はもちろんのこと、広

く民間認可保育園や幼稚園へも案内を差し上げました。その結果、どの施設においても関心の高い

テーマであったことから、市内の様々な関係者のみなさんに集まっていただき、会場内は約 100

名の大盛況となりました。 

講師には、全国保育団体連絡会の事務局長で、この問題に詳しい実方伸子さんをお迎えしました。

非常に多岐に渡る、難解なシステムを分かりやすく説明してくださいました。内容も盛りだくさん

で、とても 90 分では語り尽くせかったようですが、それでもポイントを絞り、いま私たち保護者

がどのようなことを知っておく必要があるのか、今後行政とどのように

連携してこのシステムを運用していくべきなのか、課題はどこにあるの

か等、大変勉強になるとても有意義な学習会となりました。当日ご参加

くださった皆さん、どうもありがとうございました。会場で配布されま

した『すべての子どもの権利が保障される保育・子育て支援制度の実現

を求める請願』署名へのご協力も、よろしくお願いします。 

「「「「子子子子どもどもどもども・・・・子育子育子育子育てててて（（（（新新新新システムシステムシステムシステム））））関連法関連法関連法関連法」」」」をめぐるをめぐるをめぐるをめぐるポイントポイントポイントポイント（（（（学習会学習会学習会学習会よりよりよりより））））    

    

    

    

    

    

    

    

    

    

父母連ニュース 
表面：子ども・子育て新システム学習会報告 

裏面：新システム反対チラシ（全保連 HP より） 
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●日本の「就学前教育（保育）費の対 GDP 比」は OECD 加盟国の中でも、25 カ国中 22

位。日本は保育にお金をかけてくれない国である！加えて、保育にかかるお金の高さ（保

護者負担）が先進国の中でも非常に高い。日本は保育にお金のかかる国である！ 

●にもかかわらず、日本は世界的にみても、職員配置基準が悪く、保育室の面積が狭い。

つまり狭いところに詰め込んで、少人数の職員で保育をしている、貧しい保育環境。 

●新システムでは「保育時間の認定」が必要になり、働き方によって預けられる時間が

変わってくる。つまり、パートタイムでの労働だと、今までのように 8 時間～１１時間

の保育は受けられない。 

●「自分で保育園を選べる」というけれど、待機児童が多い状況では、逆に「選ばれる」

立場となってしまう。入れる園を探す「就活」ならぬ「保活」が必要になるかも！？ 

●保育所基準が緩和され、保育施設が増えると言われていますが、園庭や調理室がなく

ても保育施設として設置できるため、今よりも条件の良くない施設が増える可能性があ

ります。結果として「保育の格差」が生まれる可能性があります！ 

●「新システム」はまだ未定の部分が多く、自治体に任される部分も多く残されていま

す。自治体と利用する市民が知恵を出し合える機会を設けて、一緒に良いものにしてい

こうとする取り組みが重要になってきます！ 
裏面もぜひご参照ください 



 


